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事業所名 Hanabi Kids 支援プログラム（参考様式） 作成日 7 年
4
月

1
日

法人（事業所）理念
・安心・安全・清潔で子供達の居場所を作り療育活動を通して子供達やご家族の人生を豊かにしていきます。
・医療的ケア児や発達に不安のあるお子様を支援しております。看護師常駐で、個別支援やグループワークで社会性も育む療育を提供していきます。

支援方針

・「あったらいいな。」の実現を目指して運営しております。当事者家族目線での「あったらいいな。」ここが私たちの原点です。どんな子どもたちの未来も豊かでありますように。我が
子のように成長を見守り、子供達が笑顔で溢れる人生を送る為に私たちはあります。
５領域に沿った個別活動を始め、グループワークなども取り入れた療育を行ってまいります。子供達の成長に合わせいいところをたくさん見つけて伸ばす環境を作ります。
ご家庭でのご様子や連携も行い、子供達だけでなくご家族様も豊かになるように努めてまいります。
・スムーズな社会生活が実現できるようSST・学習支援・個別療育・集団療育等で必要なスキルを身に着け「将来の就労に向けた自立支援」を行っていきます。
・「お友達と一緒に〇〇する」をテーマに集団の中でのルールを学び、他者と上手に関われることを訓練していきます。
・日常生活における身の回りの行動(身辺自立)をサポートしていきます。

営業時間
9
時 0 分から 18 時 30 分まで 送迎実施の有無 あり なし

支　援　内　容

本
人
支
援

健康・生活

・清潔・食事・衣服の着脱・排泄等、基本的な生活スキルを獲得できるよう支援していきます。
・小さなサインから心身の異変に気づけるよう、観察を行っていきます。

運動・感覚

・遊びの中から様々な動きを経験し、日常生活に必要な動作の獲得や体幹や筋力の向上を図っていきます。

認知・行動

一人ひとりの発達やできることを理解し、特性に合わせた遊びをしていく中で日常生活に必要な動作の獲得や体幹や筋力の向上を図る。

言語
コミュニケーション

・言葉の習得と自発的な発声を促し、コミュニケーション能力向上のための支援うぃ行う。
・指差し、身振り、サイン等を活用して、思いを伝えることができるよう支援する。

人間関係
社会性

・集団に参加するための手順やルールを理解し、小集団へ参加ができるよう支援する。



家族支援

・面談などを通じて、利用時の子どもの様子をお伝えします。また、保護
者の困り感を共有し、相談の援助や情報提供などを行っていきます。

・お子さまの発達に合わせた支援方法や、日々の療育内容を共有し、子どもた
ちの成長を感じられるようにしていきます。

『お子さまの発達に合わせた目標共有』
・お子さま一人ひとりの発達状況に合わせた目標を設定し、ご家族と一緒にそ
の進捗を確認しながら、共に成長を見守ります。

『ペアレントトレーニングの実施』
・お子さまの発達に合わせたサポート方法をお伝えし、ご家庭でもできる支援
方法を学ぶペアレントトレーニングを行っています。
親としての不安や疑問を解消し、日々の育児に役立つスキルを提供します。

『ご家族同士の交流』
・同じ悩みを持つご家族同士の交流を大切にしています。
お子さまの成長について共感し合える場所を提供し、支え合いながら前向きな
気持ちで日々を過ごせるようサポートしています。

『ご家族参加型のイベント』
・定期的にご家族が一緒に楽しめるイベントを開催しています。お子さまと一
緒に参加できる活動を通じて、コミュニケーションを深め、お互いの絆を強め
る機会をご提供します。

移行支援

・学年が上がる際や環境が大きく変わる時など、情報の共有を図る。
お子さまが次のステップに進む際に、スムーズに移行できるようサポート
しています。

・保育所から小学校、中学校、高等学校への移行時に、ご家族や学校、保
育園と連携し、安心して新しい環境に慣れられるようお手伝いをいたしま
す。

「学校や保育園との連携」
・お子さまが通う学校や保育園としっかり連携し、担任の先生や園と情報
を共有しながら、一貫したサポート体制を作り上げます。
お子さまの成長に合わせて、必要な支援が受けられるよう調整しています
。

「進学・進級時のサポート」
・進学や進級に向けた不安や疑問を解消するため、専門的な支援を提供し
、安心して次のステップに進めるようサポートします。
お子さま一人ひとりのペースに合わせて支援しますので、無理なく移行で
きるようお手伝いします。

地域支援・地域連携

会議を定期的に開催し、それぞれ通う保育園・幼稚園、利用している福
祉サービスの事業所等と、支援方法・役割分担などについて連携をしていきま
す。
私たちは、地域の皆さまと共に、お子さまやご家族の支援を行っていきます。
関係機関としっかりと連携し、地域全体で温かいサポートを提供していきます
。

「関係機関との情報共有」
・地域の保健・医療・福祉・教育機関と連携し、お子さまに必要なサポートが
届くよう、情報を共有していきます。
・お子さまの成長に合わせた最適な支援を共に考えていきます。

「サービス利用の相談・支援」
・ご利用者様とそのご家族に寄り添いながら、保健・医療・福祉・教育などの
各機関と連携して、どんなサポートが必要かを一緒に考え、実行に移していき
ます。

「提案・具体策の実施」
・地域の関係機関と共に、お子さまにとって最適な支援策を提案し、実施して
いきます。
・お子さま一人ひとりに合った、より良い方法を地域全体で支えていきます。

職員の質の向上

・研修等に積極的に参加、実施し、障がい特性の理解や支援方法等につい
て学びを深めるよう努めていきます。

・私たちは、職員がより高い専門性を持ち、常に成長できる環境づくりに
努めています。
お子さまとそのご家族に最適な支援を提供するために、職員一人ひとりの
スキルアップをサポートしています。

「各種研修会への参加」
・職員は、さまざまな専門的な研修会に積極的に参加し、知識やスキルを
アップデートしていきます。最新の情報を取り入れることで、より良い支
援を提供できるよう努めていきます。

「資格取得支援」
職員が専門的な資格を取得できるようにサポートしています。資格取得を
通じて、職員がより自信を持って支援に取り組めるよう支援し、専門性を
高めていきます。

「提携会社への研修や出向による経験値向上」
・提携先の会社での研修や出向を通じて、他の施設での実践経験を積む機
会を提供していきます。これにより、職員はさまざまな視点を持ち、より
柔軟で高いスキルを身につけています。

主な行事等

野菜や植物育て・夏の水遊び・調理体験・季節に応じた製作活動・集団療育・課外活動など


